
:ク月300園を貯金した
1年目 8、658園 3年目 、ill、31事国

相そ年目 19、生品z圏 、10年目 、油ム020国 〆

以上の4うな額になりますOL事癌の幸福針宇め

闘力の培養のために、今月:かふ賀行致1~"~~~'じミう p hJ

金 町 J 三、 7三:主

思
議
ド
府
議
薬
害
者
寄
り
羽

1
t

』

、

“

」

司

、

VP
は
い
民
.
一f
f
f

回

今井代

一戸入
金殖

iL守自制重量企メT光甑位串花毛筆 君事 h
町金金 τ"、 土利知十Jげ
平市農話主丘田原叫東 川 川 吉 呈 石 河 平 1して
均 '面持 為 A ι 均 ゐ日み

一 、' ーー -." v ゐ余『ま

六六回入 1'-九 jr凶.七守L九入七 七

ヨ~ ..~~;~ ....弓二2丹4司37t7tzzm297b 
d士 三 五 ヲ よ 六 九 ) ¥ . 軍 七 凶 三 ニ 。 o

日三E 三九 O 三~六二三九入プミ

れ事F由>戸て三十 <l!tとで
てでAで鋸白 可~七 LL新
い‘こき ti;今司民年てて法か
る う 色7王国:密度いハにら
管 LV '田夫ピJ首長る戸 ・土子
でたで申主妄事 戸主 つ健 I

す戸 、 J;l!~""胃重軽 U てかニ
か 籍 法 言 語 通 免 ぷ 智 妥 出 十
らがさす者，謹 一、 Et生三
夫総 ゐるとに J阿縞出 L年
守秘 p こ Lょι群生頭f三一

戸吉戸ーとてつOニ編者自

h

一四

'E

V
H
ト
町

，

z;
 

一
一F
t

一
今
何
賢

一
例
，
人
如

、
行

行

ヱ

ハ

。
千

膏

{

蛮

E
li
s
-

a地
方
振
興
費

一

:

f
a

円

四

理

主

由

一
蕗
成
去
費
用
負
担
金
一

一一

義

加

更

正

予

算

議

決

、説

話

諮

問

円

一

回

予

十
二

保

育

所

傑

例

も

制

定

都

目

L
三

そ

自

分

四

一ム

問

柏

町

長

引

一

一
所
従
回
国
膝
令
制
定
に
一

一ム
保
健
衛
生
費

一
、
コ
入
ニ
キ
一

E

A吊
A
J

ん

色

町

議

舎

の

.
お

知

ら

せ

っ

一

二

哩

一

JE
培
一
隔

離

病

喜

重

一三
で
J
J
今
年
五
万

一
ま

一

τ
Eし
た
保
育
所
に
つ
h

-
第
二
十
二
回
臨
時
町
段
南聞は
一

町
有
宅
地
質
揚
代
金

戸一一
九
一
費
、一

九
千
円
山
由
加
一消

防
費
一、
四
主
千
円
培
保
健
衛
生
費
一

白
大
創
生
族
会
、
制
定

八
月
五
日
午
前
十
時
か
ら
技
場
一

SF
O
O
O円
増

一

眼

員

地

下

足

袋

絵

呉

努

凶

入

一町
二
五
千
円
賠
場
費

一
二
千
一，
F4
2
t
b
bま
す。

曾
議
祭
で
開
催
、
富
二
十
入
一A
屋
支
出
金
で
は
九
回
六
、
一

千

円

、

ま

消

火

喜

一

時

間

同

立

は

い

l

ト
ド
ト
ー
き

年

度

要

音

読

吏

琵

予

算
一

0
0
0凶
の
減
で

一

費

一

0
0

2

議
v

占
一

昔

花

石

刑

務

心

平

一

一
司

zus

〔第
一面
U

に
つ
い
て
、

2
一
公
営
住
宅
賞
補
助

一、

O
二

三

本

百

四

千

九

百

一V

一
立

一司

i
会
長
ロ
サ
ト

-

t

z
i
i
t一

。
、

o
oo
E
保
育
所
一

培

?

?

?

一
塁

8
9
b
M
諺
品
規
府
吹
を

お

い
て
E
=
主
審
麟
い
た
し
ま
一

悪

品質
額
七
凶
1
QO
G
一

一千
三
百
円
自
滅
で
工
事
瞳剛
一

三

t

f

i

Z

4

?

"

R

し
た
。

~

一J

同品
一

、

-

‘

一
負
聖
一

、
O
凶
O
千
円
四

一

J

急
速
宜
現
方
請
願

'
'

要

望
披
昭
和
二
十
九
年
三

菱
刷
会
九
三
一

O
O喜
一

誠

で

こ
田
内
で
ト
ヲ
;
目
一
丸
石
に
誼
立
開
拓
診
療
所
を
一
品
守
は
こ
れ
ら
の
病
人
生
担
型

d
t

度
指
加
吏
正
予
算
門
第
二
回
)
一・
で
、
こ
れ
は
保
育
廊
叩
運
智
一
旬
一
瞬
入
費
を
見
込
ん
で
あ
。
一設
置
さ
れ
る
工
う

urhび
、
一
に
て
騨
ま
で
謹
一
日
更
に
汽
摩
で
一
一

t
t
E

A
庇
居
予
算
朝
七
=
一、

七
回
一4

費
抑
制
次
に

一
.

一
ま
す
。
他
都
市
計
画
回
路
繁
一対
事
1

議
議
禽

へ
荷
風
い
た
L
一今
金
ま
で
来
な
け
れ
ば
な
ら
止
一

司
剖
到

時

七

O
O円
長

L
二
、
五
一ム
寄
附
寺
田
六

一、

五
九
六
一
費
負
担
金
主
ハ
六
千
円
四
帝
一ま

し

た

¥

‘

一
い
樹
壁
、
住
民
白
不
安
と
不
一~
都

E

E

L

-

六
七
六
六
円
相
宅
、

合
一
一同

申
書

一
般
雲
監
一
八
一

そ

ぷ

一
二
花
石
を
中
心
と
す
る
義
初
石
韮
長
刻
で
こ
の
ま
生

七

千

眉

開

官

ιハ(
J

J
六
、
四
六
7
て

ニ
、
五
九
円
消
防
費
指
定
一ム
敬
育
費

一
、
二

九
千
二
九
一花
予
中
亘
書
は
戸
駅
=
一官
一毎
回
措
置
も
諮
じ
ち
れ

t
い
士

一

ー

ι
o

H
左
右
ち
吉

t
t

一

寄
附
一
三
一
、
0
0
0臨
喜

一

六
円
担
増

政

更
貧

富

一戸
、
入
ロ
ミ
七
一
七
人
需
王
位
、
地
方
差
違
反
主

-
-
1

0
歳
入
町
民
七
ニ
、
九
七
六
一ム
集
収
久
九
五
、
0
0
0
円
四

一

七
七
、
九
O
O
凶

悪

基

一入
組
者
同
比
二
十
二
戸
、
u

人
口
豆

L
〈
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

一る

官

官

E
1
1
1

向
精
内
部
怯

r

一J
増

益

喜

謀

声

明

耽

ス

一
'
校

翌

替

安

戸

、
O
八

二
二
十
引
人
を
算
え
志
今
後
も
一
宅

、
裏
目
立
う

r
E
hけ

F町
民
説
凶
三
二
、

0
0
0闇
一

で
次
に
町
償
空
一
、
七
O
O
一

千
二

O
孔
円
の
塙

，
教
育
路
一開
拓
者
を
凶
十
戸
ス
殖
さ
せ
る

-

i

-
1
唱

識
調
'
悶
定
資
肇
続
回

O
二

、
一
0
0
0
円
由
培
は
六
三
=
一
費
三
九
千
瓜

一
=
国
の
滋
計
画
に
な
っ

て
お
り
ま
士
鋭
、

ザ

、
六
=
δ
同
日
郡
白
鶴
寧
統
一
制
技
術
起
債
で
あ
缶
ま
す
。

一ム
散
命
及
傍
働
施
設
費

一
、
=
可
分
表
通
四
一世
に
慈
ま
れ
ず
、

一

一
王
、
五

O
O円
一
追
加
荷
一O
設
出

一

一
七
千
入

O
円
四
一説

見
諒
一実
利
潤
郵
務
で
は
院
ま
で

車
競
二
七
、
一

O
O円
温
州
一ム
警
察
消
防
費

一
六
六
千
円
四
一
一一
屈
し
費
-
六
七
千
九
F

一O
同
一七
野
、
在
宅
回
粁
J
中

は
一

培

哲

性
患
愛

一、

=
一
人
王
千
一六
軒
も
島
市
然
事
も
念
病

よ

ら?九三

しじま

S
L
S
ι
 

P 
1<<， 

'" 

，同C

メ与、
1 

，-" 
喝 、司、， 

H 
品

白・

ー デ ・ e 

.... "'-耳叫 ~ 

ー-、y




